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教師の魅力とやりがい
～生徒が可愛くて仕方ありません～ 


























文学に手を伸ばした。後に、愛知県庁に勤務することになり、６時 30 分から 70 分の通勤
時間、周りの人はうたた寝をする中で、学生時代にできなかった長編物にチャレンジし、






































太閤検地の検地尺レプリカ。木簡レプリカ。Made in Occupied Japan の瀬戸物カップ（占































































































４ かなり当てはまる ３ やや当てはまる 
２ あまり当てはまらない １ ほとんど当てはまらない 
(ｱ) 学習環境（同じクラスでも教師で変わる）
   ａ  チャイムと同時に授業が開始できている。（プロとしての真剣勝負の場、教師
の空気は必ず伝わる） 
ｂ  生徒は身だしなみを整えている。（教師自信も清潔感が大切） 
ｃ  机上に不要物はなく、教材が準備されている。（ルールとチェックで定着） 
(ｲ) 教材の準備（教師の思い入れは必ず伝わる）
  ａ  指導内容等の教材研究が十分行われている。（行事・旅行は準備で８割がた決
まる） 




  ａ  指導者の声の大きさが適当で、言葉が明瞭である。（メリハリ、強弱、速さで
生徒の反応をつかむ） 










d   授業に集中できない生徒に注意を喚起している。（その場で指導） 
e   生徒の活動や発表場面を設定している。（どの生徒に当てるか、意図を持った
指名。日にちや順番はだめ）
(ｵ) 学習態度（生徒が授業に問題意識を持って臨む仕掛け）






   ａ  課題の提出指導を徹底している。（駄目な場合、人の否定でなく事柄の否定） 
ｂ  小テストを計画し、定着を図っている。 
ｃ  復習や課題の提示を適切に行っている。 
(ｷ) 総合評価
ａ  基礎的・基本的な知識及び技能・技術の定着が図られている。
ｂ  知識及び技能・技術を活用し、考える力を育成している。
３ あとがき 
  今回、この発表を通して自分自身の教員生活を振り返る良い機会ともなった。つくづ
く教師とは素晴らしい仕事だと思う。行政にかかわった７年間、正直感動して涙を流すこ
とはほとんどなかった。現場に戻り、生徒を相手にし、対象が子どもですから怒れてしま
うこともあったが、何度も涙を、それも感動、感激の涙を流すことができた。毎回、卒業
式の式辞では生徒の在校中の様子を語りながら、いろんな情景が脳裏に浮かび、涙ぐんで
しまい、「校長先生が先に泣くのはずるい」と卒業生に言われた。私は校長として理想を
語ることに努め、笑顔でいることに努めた。「笑顔には笑顔が返ってきます」。卒業アル
バムに生徒が書いてくれた「校長先生の笑顔に３度救われました」の言葉は私の宝物の一
つです。現在、豊橋市の教育委員会に勤務し、義務教育の勉強をしながら新たな出会いに
感謝をしている。まだまだこれから感動することに出会えることに胸をときめかせている。 
（注１）社会科複製資料｢歴史レプリカ｣清水書院･1990  
復刻版戦争実物資料｢平和への提言｣あけび書房･1987  
復刻・戦争と平和の実物資料･桐書房･1993  
復刻・平和と民主主義を考える実物資料･桐書房･1992 
歴史地理教育実践選集付録･実物教材集 新興出版社･1992
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「手に取る日本史教材」入用と活用･宮内正勝・阿部泉共著･地歴社･1988
｢歴史モノ教材で授業を変える｣･白川隆信･地歴社･1993  
「日本史モノ教材」入用と活用･阿部泉共著･地歴社･1993  
「モノで社会科授業が変わる」法則化城北教育サークル･明治図書･1991
「モノからの社会科授業づくり」若木久造･日本書籍･1992
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